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事例 3 伊勢竹鶏物語～3R プロジェクト～（三重県四日市市） 

 

概要 

 3R の実践と、地元に循環型社会の仕組みを創出することを目的とした産官学による資源

循環プロジェクトである。3R を積極的に取り入れたこのプロジェクトを事業化することに

より、不用な竹や食品廃棄物の鶏の飼料化、鶏糞の堆肥利用、この鶏の卵を使った新しい

ビジネスの展開が可能と見込まれている。環境省の 2009 年度「循環型社会地域支援事業」

に採択され、2010 年 3 月に終了した。現在、事業化が検討されている。 

 

テーマ 産官学による、食品廃棄物をビジネス化する循環型社会の創出 

主体・キーパーソン 大学、行政、民間企業 

手法・技術 食品廃棄物の利用 

孟宗竹の利用 

産官学の連携による体制づくり 

特殊細菌の利用等、地元企業との連携 

 

背景 

 四日市大学の環境情報学部に拠点を持つ四日市大学エネルギー環境教育研究会が、環境

省の 2009 年度「循環型社会地域支援事業」に「竹鶏物語－3R プロジェクト」を応募し、

実証事業として採択された。環境省の同事業は、循環型社会の形成に向けた地域からの取

り組みを促進することを目的としている。NGO・NPO や事業者が地方公共団体と連携して

行う 3R やグリーン購入等の循環型社会の形成に向けた取り組みの中で、他の地域のモデル

となるような創意工夫に優れた事業を実証事業として実施する。  

2010 年 3 月の事業終了後、事業化が目指されることになっている。 

 

取り組みの内容 

四日市大学エネルギー環境教育会が進める本プロジェクトは 2009 年 6 月末に着手され、試

験的な卵の生産が始まった。廃棄物の削減、孟宗竹を利用することによる竹害の緩和・里山

保全、地域活性化、地産地消等を目指す。 

 

1．飼料作り 

 間伐材で不用になった竹を微粉砕し、それに地元企業が保有する特殊な細菌を混ぜて発

酵させ、さらに良質で不用な有機物を加え、飼料を作る。有機物には、弁当やパンの製造

工場、給食センターから出されるパンや野菜の未利用部分といった食品廃棄物を利用して

いる。実際に鶏に与える場合は、通常飼料にこの飼料を半分以上加えた混合飼料のため、

プロジェクトで生産した飼料で、輸入に頼っている飼料のうち 50%を供給できている段階

にある。リサイクル飼料 50%の配合率は竹粉末 5％、野菜 10％、食パン 35％となっている。
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食品残渣 220g で 1 日 1 羽分、1 万羽では 1 日 2.2t が再利用できる。 

この特殊な細菌はアライ菌と呼ばれ、岩等の無機物に含まれるミネラルを含む水溶液と

土壌微生物からなる活性微生物群である。大量の酵素とエネルギー源となる糞尿や食物残

渣、生ごみ、汚泥等の生の有機物に使用することで微生物の代謝活動を好気的にする。雑

菌が無害化されるため、食物残渣等の有機廃棄物を飼料にすることが可能になる。 

 

2．3R の仕組みと産官学の連携 

事業者から出る生ごみと竹を粉砕した粉に特殊細菌を混ぜ、鶏の飼料にする。この飼料

を使うことにより、不用な竹や有機物のリサイクルが図られ、鶏は特殊細菌と竹の持つバ

イオの力で元気な卵を産むようになる。また、鶏舎の床に特殊細菌と竹粉の混合物を敷く

ことで、鶏舎の臭い防止にもつながる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

          

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

プロジェクトでは、鶏舎にまいた特殊細菌と竹粉の混合物を一定期間後に鶏糞とともに

取り除き、堆肥としても活用しようとしている。堆肥は、プロジェクトに賛同した地元農

菌の提供

機械による竹の粉末化 

有機物のリサイクル事業（収集・運搬・処分）

野菜くずやパン等の

生ごみ 

特殊な細菌

（アライ菌）

食品残渣+竹+特殊な細菌 

循環型社会 

鶏舎での利用・鶏糞の活用 

鶏の飼料 

野菜の肥料・卵の生産

鶏卵の付着細菌・形状・栄養成分の分析

卵の鮮度の評価
堆肥の利用 

調理の感想

四日市市が目指す循環型都市 

伊勢竹鶏物語～３Rプロジェクト～ 環境省「循環型社会地域支援事業」実証事業 

四日市大学エネルギー環境教育会のプロジェクト 

養鶏場での飼料の実用 

写真は「鈴鹿の中古車屋 寅ちゃん通信」HP から。

地元企業 大学 行政 
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家から農地を提供してもらい、地元の野菜を育てる実験農場で使用されている。このよう

に実験的にではあるが、生ごみから始まって食品に完結する循環型地域社会のモデルが出

来上がっている。 

四日市大学エネルギー環境教育会が進めるプロジェクトには、大学や行政、多くの地元

企業が関わっている。また、四日市大学の学生が卒業研究のテーマとして取り組んでおり、

プロジェクトの中核を担っている。 

飼料作りには、有機物のリサイクル事業に携わる企業、竹の粉末化を行う企業、特殊細

菌を提供する企業が関わる。鶏卵の試験的生産には、養鶏場が協力し、鶏卵の細菌分析や

栄養評価は、四日市看護医療大学や日本食品分析センター、養鶏場の経営者が担当した。

生産された鶏卵については、地元の旅館や洋菓子店が調理を行い、卵の味について評価し

ている。 

 堆肥の利用については、地元農事組合法人の農家から無償で土地を提供してもらい、地

域で生ごみ堆肥化を進めているグループとともに実験農場を作り、野菜づくりを行ってい

る。この堆肥は、通常の堆肥と比べて虫害や有害雑菌に強く、作物の味にも違いが出る可

能性があるとされている。 

 

成果と課題 

このプロジェクトの卵は、プロの料理人の団体が認定する「まるごと四日市地域ブラン

ド」の認定を受けている。これは、厳選した地元食材を用いた料理を考案し、地域ブラン

ド化することを目指したもので、「こだわり」「独自性」「信頼性」が判断基準になっている。 

竹に含まれる微量成分や特殊細菌の働きで鶏は健康に成長し、鶏卵と鶏肉は高品質化す

る。養鶏場の経営者によると、本プロジェクトの卵は米国産農務省の AA 級（最上級）に相

当し、産卵後 1 週間程度経過しても鮮度の低下が少ないとの評価が出ている。安全性につ

いては、卵の細菌の分析により、リサイクル飼料を使った鶏卵に問題の無いことが示され

ている。また、排出される鶏糞の臭気は少なく、発酵処理後に有機野菜作りに利用され、

資源循環が達成される。以上のことが竹鶏 3R プロジェクトの成果発表会で発表された。 

主婦を含む評価委員、養鶏場の経営者、サンプル調理した旅館、ケーキ屋、オブザーバ

ーの四日市市職員、研究会のメンバーが参加した中間評価会議（品評会）では、黄身がし

っかりしていて盛り上がっている、茶碗蒸しにすると素晴らしい、匂いや臭みがないので

ケーキ作りに良い、アレルギー体質の子どもが大丈夫だったと好評を得ている。 

このように、大学がプロジェクトの中心となり、地元の企業や農家等の協力を得て、地

域の中で循環型社会の取り組みが回るようになっている。また、地元の主婦や料理人から

も鶏卵の味について賛同を得られており、事業化した場合、この地域で受け入れられる下

地はできているものと思われる。 

このプロジェクトが事業化されることで、不用な竹や有機廃棄物の再利用、

鶏糞の堆肥化、竹粉入りの飼料を食べた鶏の卵を使ったビジネスの展開が見込

める。ただ成果発表会では、卵という価格競争の激しい商品で、どのように付加価値をつ
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けて差別化し、ビジネス化していくかが課題であると指摘された（四日市大学経済各部岡

良浩准教授）。 

  

プロジェクトでは、未利用及び規格外の残渣を利用しているが、これらの資源の再資源

化においては、時間が経過することによる腐敗がネックとなる。リサイクル事業に取り組

む企業では、安全・衛生において、廃棄する側の適切な分別・保管及びトレーサビリティ

の確保の必要性、さらに、再資源化した廃棄物を供給・消費するルートの構築が必要にな

るとしている（有限会社繁栄商事専務取締役の山中紀幸氏）。 
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竹鶏の卵（左）と市販卵（右） 

（出典：四日市大学ＨＰ） 
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